
「自動式胸骨圧迫器」  
	  

今回、「今さら聞けない資機材の使い方」について担当させて頂きます下関市消防局西消防署の萬治亮太で

す。よろしくお願いします。 
下関市は本州最西端に位置し、関門海峡を隔てて九州と相対しており、地形の特徴として、市街地に丘陵が

多く、海岸の大小ひきしめあった丘陵地形にかけて市街地を形成しています。 
古くから西日本の政治・経済・文化の中心地として、内外の要衝として繁栄し、歴史上では古くから神功皇

后の対外活動の基地として、また源平合戦の舞台としても有名で、毛利藩の統治下に培われた海運による諸国

物産の集散地としての性格は今日の下関を形成する基礎となっています。 
また、世界最大級のペンギンプールがある水族館「海響館」や、一度は CM等で見たことがあるコバルトブ

ルーの海に浮かぶ「角島」（写真１）など下関は歴史以外にも沢山の魅力があります。 
まだ下関に訪れたことがない方は是非、下関市に足を運んでみてはいかがでしょうか。 

	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１	 はじめに 

	 	 	 今回取り上げる資機材は「自動式胸骨圧迫器」です。この資機材は、用手を必要とせず効果的な胸骨圧迫

を自動で行う資機材です。なぜこの資機材を取り上げたのかというと、自動式胸骨圧迫器は、素早く装着し

設定さえしてしまえば救急活動において様々な利点を生み出し、また、その効果や取扱いを再確認すること

で今後の活動がよりよいものになればと思いこの資機材を選びました。 
 

２	 自動式胸骨圧迫器の利点 
	 	 効果的な胸骨圧迫は脳の酸素化と共に除細動にとっても最も重要な要素です。救急の現場では、効果的な

胸骨圧迫が求められていますが、用手的胸骨圧迫では、狭隘路や階段を通らなければならない現場での胸骨

圧迫の中断時間の延長や、揺れる走行中の救急車内で効果的な胸骨圧迫ができていない環境下にあると思わ

れます。また、救急隊は 3人編成（一部４人編成隊があるそうですが）で、機関員を除けば、車内では２人
での活動になり、ＣＰＡの事案では、ひとりは用手的胸骨圧迫に手をとられ、残りひとりで気道確保及び特

定行為等を実施しなければならないのです。 
自動式胸骨圧迫器を使用すれば、胸骨圧迫に手をとられずにスムーズな活動もでき、また、搬送時の胸骨

圧迫の中断時間を短縮することができます。これにより効果的な胸骨圧迫を継続して行うことができます。 
 
３	 自動式胸骨圧迫器の種類および取扱い 

自動式胸骨圧迫器は複数の種類がありますが、「LUCAS2」「AutoPulse」「クローバー3000」の３種類を

写真１	 コバルトブルーの海に浮かぶ島	 「角島」 



紹介します。 
⑴LUCAS２（写真２）  

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
構造  
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
操作方法  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

原理 
操作パネル上のボタンを操作することでモーター駆

動によって胸骨圧迫を行うシステムです。 
仕様 
	 リチウムポリマーバッテリー使用 
動作時間	 約４５分 
重量	 	 	 ７．８kg 
性能 
圧迫頻度	 １０２±２回／分 
圧迫の深度	 ４ｃｍ～５cm±３mm 

（胸部の厚さに比例） 
圧迫モード	 ３０：２、連続 

①	 本体	 	 	 	  
 

③	 ディスポーザブル吸着カップ 
（圧迫パッド） 

 ④	 バックプレート 

②	 患者ストラップ 
 

	 

１	 コントロールパネル上の電源をＯＮにします。	 	 	 	 	 	 	 	 	 

傷病者の背部にバックプレートをセットします。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （写真４） 

（実際には衣類は取り除きます） 

禁忌 
・胸部に安全に正しく配置できない。 
・体が小さすぎる傷病者 

圧迫パッドが胸部に触れた状態でエラー

が３回発生し、アクティブキーを押せない。 
・体が大きすぎる傷病者 
	 	 傷病者を圧迫せずに本体をバックプレー

トに固定できない。 
・胸部の厚さが１７０～３０３ｍｍ以外 

⑦	 中断キー	 	  
 

⑥	 調整キー	 	 	 

 

⑤   電源ボタン	 	 	 	 
 

⑧	 アクティブキー 
（連続 or ３０：２）	 	  

 

①

②

	 	 	 	 ③

④

②

	 	 	 	 

⑤

⑥ ⑦ ⑧

	 	 	 	 

写真２	 LUCAS２	  
 

写真３	 操作パネル	  
 

写真４	 傷病者をバックプレートにセット	  
 

写真３	  
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
⑵AutoPulse（写真７） 
	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３	 本体に装着されている患者ストラップに傷病者の腕を固

定します。（写真６） 

２	 本体をバックプレートに接続し、吸着カップが胸骨端

の真上にあることを確認し、コントロールパネル上の調

整キーを押し、吸着カップを胸骨の圧迫する部位にロッ

クします。（写真５） 

４	 コントロールパネル上の中断キーを押しアクティブキー

（連続又は 30：2モード）を押せば、圧迫が開始されます。 

原理 
操作パネル上のボタンを操作することによりライフバン

ドが胸部の厚さに合わせてバンドが締まり胸骨圧迫を開始

するシステムです。 
仕様 
	 リチウムイオンバッテリー使用 
動作時間	 約３０分 
重量	 	 	 １２．３kg 

性能 
圧迫頻度	 ８０±５回／分 
圧迫深度	 ２０％＋０．６４／‐１．２７ｃｍ 

（患者の胸部の厚さに対して） 
圧迫モード	 ３０：２、１５：２、連続 

禁忌・禁止 
・胸囲	 ７６～１３０ｃｍ以外 
・胸幅	 ２５～３８ｃｍ以外 
・体重	 １３６ｋｇ以上 
・外傷がある傷病者 
・成人のみ使用 

写真５	 傷病者に LUCAS２をセット	  
 

写真６	 患者ストラップで傷病者の腕を固定	  
 



 
構造  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
操作方法  
 
	  
 
 
 
	  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１	 本体上部にある電源スイッチを押して傷

病者を本体に乗せる。（写真９） 

２	 ライフバンドを両脇から折りたたみ確実に

ベルトを固定します。 
（よじれがないように注意する） 

３	 傷病者を腋下基準線に合わせる。（写真１０） 

４	 操作パネル上のスタートキーを押すと自動

的に傷病者の周囲に合わせて適切な圧迫深度

が測定され、ライフバンドが締まり、再度スタ

ートキーを押すと圧迫が開始されます。 

①  電源ボタン 
②  ライフバンド 
③  スタートキー 

⑤  ストップキー 

④  変更モード 

写真８	 操作パネル	 	 

 

写真７	 AutoPulse本体	  
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写真９	 	 AutoPulse 
 

写真１０	 傷病者にセット	  
 

	 	  
 

写真８	 	 

 



 
⑶クローバー3000	 （写真１１） 
	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

原理 
操作パネル上のボタンを操作することにより酸素のガス駆動

により胸骨圧迫及び人工呼吸を開始するシステムです。 
仕様 
単３形乾電池１．５Ｖ×３本	  
動作時間	 約９時 
重量６.５kg 

性能 
圧迫頻度	 １００回／分・１１０回／分 
圧迫の深度	 ５cm以上６cm未満（０～５cm） 
デューティーサイクル	 ５０±５％ 
圧迫モード	 同期（３０：２＝５セット or連続サイクル） 

	 	 	 	 	 	 	 非同期（圧迫時間１２０秒 or連続圧迫） 
	 人工呼吸	 同期（３０：２） 
	 	 	 	 	 	 非同期（連続） 
	 	 	 	 	 	 気道内圧過剰警報、吸気リミット付 
	 レーザー照射機能	 圧迫位置の調節機能 
	 薬剤投与タイマー	 薬剤投与の際に、投与のタイミングを

ブザー音で知らせてくれる機能（薬剤は

３種類まで設定可能）	 	 	 	 	  
 

 

⑤  電源ボタン 

⑤

⑥

	 	 	 	 

⑧

⑦

	 	 	 	 

 
⑨

	 	 	 	 

⑩

⑥  圧迫 OＮ/OFF 

⑩  薬剤投与タイマー設
定 

⑦  同期/非同期設定 

⑧  換気量設定 

⑨  胸部位置設定
（レーザー放射） 

④

①

	 	 	 	 ②

③

①	 圧迫深度調節計 

②	 胸厚表示スケール（cm） 

③	 角度調節機能付き軟シリコンパッド 

④	 接続ホース 

⑪  圧迫深度調整 

⑪

	 	 	 	 

写真１１	 クローバー3000 

写真１２	 	 操作パネル１ 写真１３	 	 操作パネル２ 

構造  

⑨



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
操作方法  

	 	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１	 本体に専用の駆動用酸素ボンベ（写真１４）のホースを接続します。 
２	 電源を ONにし、挿管チューブ等にホースを接続し、専用のターポリ
ン（写真１５）に傷病者を乗せ、本体をセットします。（同期・非同期

モードを選択すれば換気が開始されます） 
３	 シリコンパッドを圧迫部に設定します。（写真１６） 

（圧迫深度を設定します） 
（胸部位置設定（レーザー放射）を使用すると便利です） 

	 操作パネル上の同期・非同期モード等を設定し圧迫 ON/OFF ボタン
を押すと圧迫が開始されます。 

４	 薬剤投与を実施しているならば、投与のタイマーを設定します。 

写真１６	 	 パッドを設定 

写真１７	 特定行為（換気）実施後に接続ホースに設

定 

写真１８	 専用のターポリン担架に固定 

写真１４	 酸素ボンベ 写真１５	 専用ターポリン 



４	 考察 
	 	 	 ３つの資機材を比べると、「LUCAS２」と「AutoPulse」は海外製の器機で「クローバー3000」は日本製

の器機です。「LUCAS２」は軽量で持ち運びが容易で、病院収容後に本体を装着したままレントゲンが撮影
できる。「AutoPulse」は他のモデルと比べると少し重量があるが、バンドを装着するだけなので設定に比較
的時間がかからない。「クローバー3000」は、日本人の胸厚の薄い小柄な高齢者でも使用可能で人工呼吸器
機能を内蔵しており、他のモデルと比べても災害現場で特定行為を実施しても搬送時に換気に手を取られな

いといった利点があります。 
	 また、現場から搬送時間を要す場所、階段や狭隘路を通らなければならない場所で用手的胸骨圧迫を中断

しなければならない事案ほどこれらの資機材を使用する有用性が高いのではないでしょうか。 
	 	 	 自動式胸骨圧迫器は、使用する際、装着に時間を要せば胸骨圧迫の中断時間が増え、救命率の低下にも繋

がります。効果的な胸骨圧迫を継続して実施でき、胸骨圧迫中断時間を最小限にする為には、訓練を重ね、

これらの資機材を熟知し、短時間で装着できるようにしなければなりません。 
 
５	 おわりに 
	 	 「LUCAS2」「AutoPulse」「クローバー3000」等の自動胸骨圧迫器及び自動心肺蘇生器は、全国の消防署に

配備されてはいないと思われます。今後、導入を検討されている消防署の方々の参考になればと思い、掲載

させていただきました。 
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